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波旅客輸送の時系列分析・……・-…・……...・H ・-張 64 風
19世紀前半期イギリ λのファーニスにおける




















100万円未満 515 730 563 (7.4) !l (2.0) 
100~ 200 286 709 2，492 (32.6) 117 (21.7) 
200~ 300 359 655 2，370 (31.0) 151 (28.1) 
300~ 500 496 701 1，662 (21.7) 189 (35.1) 
500~1，000 841 684 444 (5.8) 64 (11.9) 
1，000万円以上 1，430 534 111 (1.5) 6 (1.1) 

























































4) 畜産農家の負債問題に関しては， w農業協同組合経蛍実務~ 1982年12月号， ~農業協同組合』
1983年6月号， r農業と経済.~ 1983年6月号，農業信用保険協会『畜産金融と農業指用補完1制度
のあり方に関する調査研究報告~ 1982年3月，等参院
の 酪農が 1，200万円程度と相対的に低額止な勺ているが， とれは都府県酪農農家の平均的な状態
と見てよい(調査対象のうち北海道の占める比率は約l劃 o 北海道酪農農家の負債は後に見る
ように，これよりはるかに巨額なものとなっている。





肉用牛 用種主体 92 2，906 
殖・ほ育 18 446 
27 713 
養豚 貫育 85 2，217 
354 2，997 
12，581 4，951 
養鶏 プロイヲ 38，442 4，167 


























100%， c =101~150%， D =151%以上の 4ラングに区分した集計では， Aが
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合，交易条件の悪化を反映し'..-.:-C全般的に農業所得率は低くなっているが，とり











5~9 頭 53.4 70.0 68.4 27.9 
肉用牛繁殖 1O~19 46.4 74.8 61.7 36.6 
20頭以上 34.0 837 54.9 51.5 
肉用牛肥育 10~19顕 24.0 66.1 68.0 47.9 
2日 ~4g 10.9 65.9 87.9 8ι7 
〈肉専用種〉 50国以上 5.9 83.0 95.9 236.0 
肉用牛肥育 3口 ~49頭 11.1 63.8 98.3 99.9 
50~99 6.1 80.4 112.2 157.6 
(乳用種〉 100頭以上 2.9 73.0 127.9 328.8 
200~4g9頭 13.8 91.3 61.6 59.4 
養豚貫 500，-..，799 13.5 92.7 41.4 57.1 
800頭以上 10.8 98.0 47.1 81.6 
1 ~1.9万羽 6.6 82.4 89.6 48.7 
ブロイラー 2~3.9万 7.4 95.2 50.1 54.5 













































還元利〕はB階層で平均マイナス 154万円， c階層己マイヲ λ361万円， D階層
でマイナス530万円となっており，とりあえF生活と経営を維持するためには
ζ の膨Aな額iof古替と新規借入によって補填古ねばならない。負債残高削減が








約定(同利息 約菅金 i詰ー但)品 借残入金高 該〈参当農考家〉数
64 106 172 1，448 6，745 
124 283 ム154 2，614 3，892 
171 287 ム361 3，465 2，671 


























































































































13) 1982年にはやや回復し，都府県 2ha以上国が剖万円，東北 2ha以上層が71万円とな勺ているo
14) しかも欠損額が大きい。 )982年について見ると，全k損農家のうちょた損額80万円以上の農家が
45.83正 α00万円以上カ~16.9%) を占め '"0
58 (18焔) 第136巻第z号
国 0.1孟仁三以上 I"t W m I東北
1975 13.1 13.4 10.8 15.6 9.8 
76 14.3 13.7 13.1 16.9 14.0 
77 21.9 20.5 22.9 25.8 23.3 
78 19.3 18.0 19.5 25.9 19.6 
79 22.8 19.~ 25.8 33.7 24.5 
80 26.1 23.0 30.5 40.3 30.1 
日1 25.9 19.7 32.6 53.8 33.6 








であるが. 1975年以降急激に上昇し. 79年には 2%台に乗っている。無論この
中には非農家准組合員の延滞分および単に住宅資金償還問題とはみなしえない
畜産農家等大型負債農家の延滞分も含まれるが，事故率としては相当高率の部









現代にお什る農家経済構造と負債問題 CF) (187) 59 
農家の割合
山
8.4 18.3 18.4 
13.0 16.9 17.0 
22.9 27.1 22.5 
18.9 21.1 28.6 
24.4 27.9 29.0 
27.0 34.5 33.4 
19.6 33.5 26.2 




1970 0.249 0.249 
71 0.013 0.013 
72 0.183 0.183 
73 O.14~ 0.130 
74 0.218 1.391 0.330 
75 0.503 0.726 0.532 
76 0.8.~9 日仁35 1.1 ]0 
77 0.804 8.698 1.957 
78 0.902 6.810 1.854 
79 1.173 6.051 2.052 

























1970 3，139 161 224 1.352 
71 3，495 196 219 1.374 
72 3，601 243 222 1，440 
73 3，523 340 !l3t¥ 2，088 
74 3，451 384 268 2，718 
75 3，340 400 260 2，994 
76 4，120 520 248 o，208 
77 3，945 580 229 3，390 
78 2，849 436 191 3，328 
79 2，703 418 170 3.206 
80 2，722 404 153 3，043 
81 2，706 402 147 2，914 































17) 198~年には前年度の農家経済がやや上向いたこともあって泊、総合施設資金貸付額は 405 億円
と若干噌加した。ただし農業近代化資金は引き続き減少υ
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1981年上半期をピーグに以後緩やかな下降線をたどったが，長期的に安値安定。
化する可能性ば乏しし世界的な飼料需給の趨勢から判断して逆に上昇基調で
推移するものと見なければならなし、。
このような状況の下で，農協系統内では資金管理体制の改善措置と並んで，
不振農家そのものの整理という「根本的J解決策が検討され始めた問。不振農
家の負債額は抵当物件評価額をはるかに超えてLまっている場合が多し資産
整理による債権回以はきわめて困難となっている。また農家そのものの整理は
当然のことながら農協事業の縮小を招く。にもかかわらず乙うした方向が模索
され始めたことは，今回の危機に対する認識がしφ】に厳L，'ものであったのか
を物語っている。確かに，再建の見込みのない農家も少なくない。農家自身に
とって，そうした対応が望ましいケースもあろう。しかし農畜産物自給力の向
上を前提とするならば，経常基盤の一般的強化策とそ肝要である。これまでの
「生産性向上」至上主義およびその手段たる「規模拡大J r設備近代化1政策
に抜本的検討を加え，安定住と一定水準の収益性の確保を塞本とした新たな経
営構造の確立をめざす必要があろう。
(1984年10月15日現稿〉
2') 倒え民中島明部「苦産金融問題。現段階JW農業協同組合経営実務.111982年11，日月号。
